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Modelio 2026 の新機能 

ARCHITREND Modelio2026（2025 年 9 月）の機能拡張・改善内容について解説します。 

※解説内容については開発時期の内容であるため、現在と異なる場合があります。あらかじめご了承ください。 
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ATONE タブの新規追加 

プラン管理に ARCHITREND ONE（以下 ATONE）連携用のタブを追加しました。 

【Modelio の ATONE タブ】 

契約済みの ATONE サイトが、ARCHITREND Modelio（以下 Modelio）のプラン一覧画面に表示されます。 
プラン起動やインポート、エクスポートなどをおこなうことができます。 
【ATONE サイト】 

新規 プレゼンファイル（プラン）を新規作成します。 

開く プレゼンファイルを開きます。Modelio が起動し、編集・保存が可能です。 

ツール プランのロックを解除 ロックしたプランを解除します。 

ログイン情報をクリア ログイン時のアカウント情報、画面項目（「ログイン状態を維持する」「次回か

らログイン時に自動で閉じる」）をクリアします。 

サイトを開く 契約済みの ATONE サイトを開きます。 

インポート Modelio プランを ATONE 物件にプレゼンファイルとして取り込みます。 

エクスポート プラン圧縮データ（mdlz） プレゼンファイルを圧縮データファイル（mdlz）として変換・出⼒します。 

AT ZERO 連携ファイル（fcx） プレゼンファイルを fcx ファイルとして変換・出⼒します。 

マスタ プランにマスタを添付する プレゼンファイル（プラン）自体にマスタを持たせます。 

マスタチェック プレゼンファイル（プラン）のマスタチェックをおこないます。 

※各機能の手順は Modelio2026 ヘルプを参照してください。また、物件一覧・ファイル一覧枠内の機能は ATONE サイトの機能です。 

プレゼン内容
が表示。 

Modelio 機能 

ATONE 機能 
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 Modelio タブ︓ATONE 用ツールの追加 

Modelio タブに ATONE 専用ツールを追加しました。 

プランをアップロード ATONE サイト物件の「プレゼン」に Modelio プランデータをアップロードします。 

プランをダウンロード ATONE サイトの Modelio プラン（プレゼンファイル）を「Modelio タブ」一覧へ取り込みます。 

編集中のプランを取り込む ATONE で編集したプラン（キャッシュに保存されているプラン）を「Modelio タブ」一覧へ取り込みます。 

※次ページ参照 

サイトを開く 契約済みの「ATONE」サイトを開きます。 

※各機能の手順は Modelio2026 ヘルプを参照してください。 

Modelio タブ︓編集中のプランを取り込む 

Modelio タブの ATDrive ツールにも「編集中のプランを取り込む」機能を追加しました。 

編集中のプランを取り込む ARCHITREND Drive（以下 ATDrive）で編集したプラン（キャッシュに保存されているプラン）を

「Modelio タブ」一覧へ取り込みます。 

※次ページ参照 
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 サイトへアクセスできない時の緊急バックアップ 

「ATDrive」「ATONE」に「編集中のプランを取り込む」機能を追加しました。 
ATDrive サイト、ATONE サイトのプランデータがメンテナンスなどでアクセスできない場合に、キャッシュ内
のプランデータを現在指定しているフォルダに取り込むことができます。 
※サイト不具合時の緊急バックアップ用の機能となります。 

なお、機能の特性上、サイトに保管した場合の最終保存状態（内容や更新時間）は、キャッシュに保管された状
態は異なりますので、緊急保管した場合は、プラン内容をご確認ください。 
（操作中に、下図の様なメッセージが表示されます） 

次図（ATDrive 例）の様なキャッシュ内プラン一覧から選択して取り込みます。 
最大表示件数は 10 件（次ページ参照）で、最大件数を超えた場合は古い順から自動的に削除されます。 
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緊急バックアップできる件数は、「初期設定」－「基本」－「システム」の「キャッシュ最大」で設

定することができます。最大件数は 10 件です。（初期値︓「10」） 

ATDrive、ATONE のそれぞれに設定値が反映します。 

※下図例︓ATDrive（〜10 件）、ATONE（〜10 件） 
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 手摺・階段手摺腰壁、バルコニー腰壁の笠⽊ 

笠⽊の ON/OFF をチェックボックスで切り替えられるように改善しました。（初期値︓ON） 

【2025】                【2026】 

チェックボックスを OFF にすることで、笠⽊を設置せずに、腰壁側面と同じ素材で手すり上面を設定するこが可
能になりました。（腰壁側面が左右で異なる場合は、⼩⼝壁面素材を使用します） 

ON/OFF の上面は
同じ高さです。 

【ON】 【OFF】 

また、ARCHITREND ZERO（以下 ZERO） から Modelio への笠⽊の連携について、ZERO の笠⽊厚が「15mm」
以下時は Modelio の最⼩値（内部 15mm、外部 20mm）に変換されます。 
 

【ZERO】 

【Modelio】 
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【ヘルプの更新⽅法】 

Modelioヘルプは、弊社ウィンドウ（ブラウザではなく弊社作のウィンドウ）で表示されるため、下記の⽅法で最新内容へ更新する

ことができます。 
Shift キーを押しながら
右ボタンでタイトルバ
ーをクリック 

1 

2 
3 

部品のサイズ変更 

メーカー部品の配置サイズが変更できるように改善しました。プレゼン時にサイズ変更後のイメージをお伝えする
とき等、多少の変更時に類似部品を探す手間を省くことができます。 
※実在するサイズかどうかは、確定前に必ずご確認ください。 

【寸法固定 ON】           【OFF︓大きさ・倍率の変更が可能】 


